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イ
ギ
リ
ス
の
な
か
の
イ
ン
ド

近
　
藤
　
　
　
治

　
一
九
世
紀
後
半
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
建
造
さ
れ
た
ダ
ル
バ

ー
ル
ー
コ
ー
ト
迎
賓
館
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
官
庁
街
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー

ル
街
に
あ
る
イ
ン
ド
省
の
呼
び
物
的
建
物
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
の

初
め
に
か
け
て
数
々
の
両
家
的
祝
典
や
国
賓
歓
迎
会
の
行
な
わ
れ

た
と
こ
ろ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
七

世
戴
冠
記
念
祝
典
も
こ
こ
で
挙
行
さ
れ
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界

大
戦
後
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
独
立
し
、
イ
ン
ド
省
が
廃
止
さ

れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
の
影
は
薄
く
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九

六
〇
年
代
に
こ
の
一
角
の
再
開
発
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
ろ
か

ら
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
荒
廃
の
度
が
進
ん
で
い
っ

た
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
植
民
地
と
し
て
長
ら
く
保
持
し
、

こ
れ
を
柱
軸
に
し
て
世
界
帝
国
を
築
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
栄
光
と
衰

退
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
幸
い
に
と
い
う
べ
き
か
、
こ
の
再
開
発
計
画
は
見
な
お

さ
れ
、
迎
賓
館
は
保
存
さ
れ
て
一
九
八
四
年
か
ら
修
復
改
装
作
業

が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
五
七
五
万
ポ
ン
ド
（
約
一
五
億

円
）
を
投
じ
た
床
、
壁
、
天
井
等
の
華
麗
な
内
装
の
修
復
工
事
が

完
了
し
、
最
上
階
に
は
新
し
く
事
務
所
も
付
設
さ
れ
た
と
い
う
。

大
英
帝
国
の
遺
産
の
再
評
価
と
補
強
で
あ
る
。
こ
の
迎
賓
館
を
飾

る
装
飾
の
圧
巻
は
、
そ
の
壁
面
に
刻
り
込
め
ら
れ
た
二
八
の
胸
像

と
八
つ
の
立
像
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
彫
像
は
初
代
ベ
ン
ガ
ル
総
督

ク
ラ
イ
ブ
や
一
九
世
紀
前
半
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
総
督
な
ど
、
植

民
地
イ
ン
ド
の
建
設
と
経
営
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
の
形
象
で
あ

る
。
植
民
地
イ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
の
再
現
と
い
う
よ
う
に
皮
肉
な

見
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
も
な
い
が
、
そ
う
い
う
声
は
つ
い

ぞ
聞
か
な
か
っ
た
。
だ
が
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
等
の
人
々
は
こ

れ
ら
の
彫
像
を
、
そ
し
て
再
び
姿
を
見
せ
た
迎
賓
館
そ
の
も
の
を

ど
の
よ
う
な
気
持
で
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
彫
像
の
こ
と
で
い
う
な
ら
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
街
南
詰
、
国

会
議
事
堂
前
の
広
場
後
方
に
は
大
き
な
牛
ヤ
ニ
ン
グ
像
が
広
場
前

方
の
チ
ャ
ー
チ
ル
像
と
対
を
な
す
よ
う
な
形
で
立
っ
て
い
る
。
牛

ヤ
ニ
ン
グ
は
一
九
世
紀
半
ば
の
い
わ
ゆ
る
セ
ポ
イ
の
反
乱
当
時
の

イ
ン
ド
総
督
で
、
反
乱
鎮
圧
の
最
高
責
任
者
。
そ
の
功
績
で
こ
の
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銅
像
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
こ
の
銅
像
の
方

に
は
彼
の
名
前
以
外
の
刻
文
は
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
ド

パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
に
そ
れ
ら
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ク
ラ
イ
ブ
や
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
彫
像
と
は
違
っ
て
、
イ
ン
ド
亜
大

陸
の
指
導
者
の
像
を
ロ
ン
ド
ン
で
見
つ
け
る
の
も
さ
し
て
困
難
で

は
な
い
。
私
か
通
っ
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
部

の
北
、
歩
い
て
五
分
の
と
こ
ろ
に
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ッ
ク
広
場
か
お
る

が
、
そ
の
中
央
部
に
設
け
ら
れ
た
も
の
が
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
坐
像
で

あ
る
（
写
真
参
照
）
。
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
。
瞑
想
中
の
坐
像
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
基
壇
正
面
に
は
、
た
だ
「
マ
ハ
ー
ト
マ
・
ガ
ン

デ
ィ
ー
　
一
八
六
九
－
一
九
四
八
」
と
の
み
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
ガ
ン
デ
ィ
ー
像
か
ら
少
し
離
れ
た
同
じ
公
園
内
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

フ
ナ
の
樹
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
幹
近
く
に
は
次
の
文
を
刻

し
た
小
さ
な
銅
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
ヨ
ー
ロ
乙
ハ
ブ
ナ

は
イ
ン
ド
首
相
パ
ン
デ
ィ
ト
：
不
－
ル
ー
九
五
三
年
六
月
⊇
百
こ

の
公
園
を
訪
れ
し
際
、
聖
パ
ン
ク
ラ
ス
1
3
　
評
議
会
が
マ
ハ
ー
ト
マ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
像
建
立
の
用
地
を
提
供
せ
し
こ
と
を
記
念
し
て
植
樹

さ
れ
た
」
　
刻
文
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
像
が
こ
の
公
園
を
管

轄
す
る
聖
パ
ン
ク
ラ
ス
区
評
議
会
の
承
認
の
も
と
に
建
立
さ
れ
た

こ
と
が
分
る
。
過
日
も
こ
の
公
園
を
訪
れ
る
と
、
幹
の
太
さ
が
四

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
ま
で
に
成
長
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ

ナ
は
赤
銅
色
の
葉
を
い
っ
ぱ
い
に
茂
ら
せ
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
に
イ
ン
ド
（
広
義
の
用
法
で
、
イ
ン
ド
亜
大

陸
す
な
わ
ち
南
ア
ジ
ア
と
同
義
）
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を

と
っ
て
い
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
街
角
を
歩
い
て
い
て
も
、
イ
ン
ド

的
な
も
の
は
自
然
と
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
し
か
し
最
も
よ
く

目
立
つ
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
生
き
た
人
間
そ
の
も
の
、
つ
ま
り

イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
の
人
々
で
あ
ろ
う
。
大
学
、
図
書
館
。
官
庁
、

銀
行
、
商
店
、
交
通
機
関
と
い
う
よ
う
に
広
い
職
種
に
わ
た
っ
て

広
義
の
イ
ン
ド
人
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
の
人
々
が
進

出
し
て
い
る
。
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
は
そ
の
様
相
が
甚
し
い
。
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イ
ギ
リ
ス
つ
ま
り
連
合
王
国
の
人
口
五
六
〇
〇
万
人
、
そ
の
う

ち
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
八
〇
万
人
が
非
白
人
と
さ
れ
る
。
非
白
人

の
約
半
分
が
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
だ
。
残
る
半
分
の
う
ち
の
半

分
、
つ
ま
り
非
白
人
の
四
分
の
一
が
西
イ
ン
ド
系
な
い
し
、
ギ
ェ

ア
系
黒
人
。
他
の
四
分
の
一
が
ア
フ
リ
カ
人
、
ア
ラ
ブ
人
、
中
国

人
な
い
し
混
血
者
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
黒

人
問
題
は
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
人
口
比
は
一

二
パ
ー
セ
ン
ト
。
こ
れ
と
対
照
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
非
白
人
の

割
合
は
決
し
て
小
さ
い
と
は
い
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ

リ
カ
の
黒
人
問
題
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
問
題
と
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
非
白
人
の
主
要
部
、
少
く
と
も
そ

の
半
分
が
広
義
の
イ
ン
ド
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
非
白
人
は
全
国
に
均
等
的
に
分
散
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ブ

ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
い
っ
た
大
都
市
に
集
中
的
に
居
住
し
て
い
る
。

今
年
六
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
際
し
て
、
全
国
で
五
二
選
挙
区

　
（
小
選
挙
区
）
、
う
ち
ロ
ン
ド
ン
で
一
四
選
挙
区
が
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
非
白
人
系
有
権
者
を
も
つ
と
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の

あ
る
選
挙
区
で
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

い
う
。
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
選
挙
区
で
は
黒
人
女
性
の
労
働
党
候

補
者
が
、
労
働
党
は
人
種
差
別
主
義
的
で
あ
り
自
分
は
黒
人
の
た

め
に
闘
う
と
演
説
し
、
中
途
で
候
補
者
か
ら
お
ろ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
彼
女
の
代
り
に
候
補
者
と
な
っ
た
の
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
の

公
認
会
計
士
で
あ
り
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
か
か

え
る
非
白
人
問
題
の
難
し
さ
が
表
わ
れ
て
い
る
。
結
局
こ
の
候
補

者
も
落
選
し
た
。

　
　
一
方
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
市
は
人
口
四
六
万
六
〇
〇
〇
の
う
ち
、

一
五
八
－
セ
ン
ト
弱
の
六
万
八
〇
〇
〇
が
非
白
人
、
そ
の
大
半
が

イ
ン
ド
系
移
民
で
あ
る
。
一
〇
年
後
に
は
市
の
人
口
四
七
万
七
〇

〇
〇
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
、
九
万
三
〇
〇
〇
の
人
口
が
非
白
人

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
ブ
ラ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
は
他
市
と
は
対
照
的
に
児
童
生
徒
数
が
増
え
つ
づ
け
て

お
り
、
全
学
齢
児
童
数
六
万
七
五
〇
〇
の
う
ち
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

　
一
万
八
九
〇
〇
人
が
非
白
人
系
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
系
の
児
童
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
市
の
伝
統
産
業
で
あ
っ

た
繊
維
工
業
が
今
日
で
は
衰
退
し
て
い
る
た
め
、
失
業
率
が
政
府

発
表
で
一
四
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
当
局
発
表
で
一
八
・
四
と
異

常
に
高
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
人
口
構
成
の
特
異
性
と
深
く
関

係
し
て
い
る
。
故
地
を
離
れ
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
た
イ
ン
ド
亜
大

陸
出
身
者
の
多
く
に
と
っ
て
、
そ
の
生
活
、
居
心
地
は
決
し
て
良

好
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
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最
近
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
ガ
レ
ー
ジ
業
を
営
む
イ
ン
ド
人

が
他
人
を
雇
っ
て
自
分
の
娘
を
駆
込
み
寺
な
ら
ぬ
駆
込
み
寮
か
ら

無
理
矢
理
誘
拐
さ
せ
よ
う
と
し
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
的
事
件

が
起
っ
た
。
二
二
歳
の
娘
が
既
婚
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
青
年
と
恋
愛

し
、
双
方
の
両
親
か
ら
咎
め
ら
れ
る
と
、
娘
は
遠
く
離
れ
た
西
方

デ
ヴ
ォ
ン
州
の
海
港
都
市
バ
ー
ン
ス
テ
ー
プ
ル
に
あ
る
駆
込
み
寮

に
逃
げ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
途
方
に
く
れ
た
イ
ン
ド
人
の
両
親
は

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
資
産
を
処
分
し
て
イ
ン
ド
帰
国
を
決
心
し
、

し
か
も
イ
ン
ド
娘
の
結
婚
相
手
も
見
つ
け
て
、
娘
を
無
理
矢
理
空

港
ま
で
連
れ
出
し
帰
国
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
駆
込
み
寮
近

く
の
路
上
で
の
誘
拐
計
画
が
失
敗
す
る
と
、
雇
傭
さ
れ
た
実
行
未

遂
者
四
人
と
と
も
に
父
親
も
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
恋
は
実
ら

ず
、
し
か
も
家
庭
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
最
も
傷

ま
し
い
結
末
を
迎
え
た
こ
の
事
件
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
す
る
多

数
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
の
身
の
上
に
起
こ
る
様
々
な
出
来
事

の
た
だ
の
一
事
例
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
の
イ
ン
ド

社
会
（
広
義
）
に
も
国
境
が
敷
か
れ
、
宗
教
、
カ
ー
ス
ト
、
社
会

集
団
の
壁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
の
イ
ン
ド
人
の
心
性
に
見
ら
れ
る
共
通
項
は

何
で
あ
ろ
う
か
。
私
か
思
う
に
、
そ
れ
は
蓄
財
と
教
育
の
二
項
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
、
そ
し
て
広
く
欧
米
に
居
住
し
て

き
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
心
性
に
驚
く
ほ
ど
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
古
い
文
明
を
誇
り
な
が
ら
も
、
不
安
定
な
異
質
社
会
に
身

を
お
く
者
に
と
っ
て
、
最
も
頼
り
に
な
る
も
の
は
蓄
財
と
教
育
で

あ
ろ
う
。
六
月
末
に
発
表
さ
れ
た
、
低
所
得
者
層
が
多
い
と
さ
れ

る
ロ
ン
ド
ン
市
中
心
部
（
イ
ナ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
）
居
住
者
の
子
弟

の
中
等
普
通
教
育
（
○
レ
ベ
ル
）
五
科
目
上
位
成
績
（
Ａ
～
Ｃ
ラ

ン
ク
）
及
第
者
の
割
合
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
人
子
弟
が
二
〇
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
以
下
パ
キ
ス
タ
ン
人
子
弟
ロ
ハ
・

Ｔ
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
人
子
弟
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
人

子
弟
一
四
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
子
弟
一
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ギ
リ
ス
ー
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ー
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人

子
弟
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
イ
ン
ド
系
黒
人
子
弟
四
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
子
弟
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
く
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
子
弟
の
上
位
成
績
及
第
者
の
割
合
が
異
常
に

低
い
の
は
、
彼
ら
の
多
く
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
難
民
の
子
弟
で
あ

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
教
育
よ
り
も
ま
ず
生
活
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
に
最
大
の
課
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
数
字
か

ら
明
か
な
よ
う
に
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
出
身
者
が
い
か

に
教
育
に
意
を
注
い
で
い
る
か
が
明
瞭
に
分
る
。

　
六
月
総
選
挙
前
の
国
会
議
員
中
ユ
ダ
ヤ
人
出
身
者
は
三
〇
人
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
内
閣
の
閣
僚
中
四
人
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
わ
れ
た
。
総
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選
挙
後
の
国
会
議
員
お
よ
び
新
内
閣
中
に
占
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
数

は
ま
だ
分
ら
な
い
。
一
方
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
は
ど
う
か
。
閣

僚
は
も
ち
ろ
ん
零
。
国
会
議
員
も
寥
々
た
る
数
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
将
来
ど
う
変
化
す
る
か
軽
々
に
は
い
え
な
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
の
イ
ン
ド
、
そ
し
て
イ
ン
ド
人
。
こ
の
問
題

は
歴
史
学
的
分
析
に
と
っ
て
も
、
社
会
学
的
分
析
に
と
っ
て
も
非

常
に
大
き
な
広
が
り
を
も
っ
た
、
か
つ
重
い
問
題
な
の
で
あ
る
。
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